




戦術的都市づくり
行政の都市計画を都市全体から地区スケールに
落とし込む一方で、地区における様々なまちづくり
を制度化し、双方のギャップを埋めていく必要があ
る。そして、長凝ミ

東京大学国際都市再生研究センター特任研究員を経て、2006年10月か脛夢 厭蝎 8
講 皡 権特別委
員会委員長の山名副会長の挨拶の後、（学）梅村学園・中京大学 理事・学術



計我事務
局活動として推進することを報告し、閉会した。

（産業振興部　加藤 信和）

資源・環境委員会

３月16日（木）、資源・環境委員会は平成28年度
の委員会を開催、委員長の水野副会長をはじめ
33名が参加した。
本委員会は、経済の安定や発展を支える「エ

ネルギー産業」、次世代を担う産業の一つでｆ
｝｝ｓ桂ｄ担《快く゚のい業窒る。

水野委員長からの挨拶に続き、事務局より、
「炭素繊維・太要炭

よ
要炭

‾太
り

へのリサイクル
が現実的ではないか」などの意見が

出された。

次に、事務局より、平成



ノールの可能性～」を

テーマに、それぞれの研究内容をご紹介いただ
いた。参

、ヘルせられた。
最後に竹中部会長が、「介護の現場は、ひとの課
題も大きいが、ロボット・ＩＣＴ技術の普及に貢献

し、中部のもの
づくり企業の
活

の

のづ

が

の


